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□
条
例
改
正

○
白
浜
町
課
設
置
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

新
た
に
地
域
防
災
課
を
設
置
す
る

た
め
改
正
を
行
う

○
白
浜
町
消
防
団
員
の
定
員
、
任
免
、

給
与
、
服
務
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

経
験
豊
か
な
団
員
が
、
長
期
出
張

や
育
児
な
ど
一
時
的
な
理
由
で
退
団

せ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
こ
と
が
な

い
よ
う
、
団
員
の
身
分
を
保
持
し
た

ま
ま
一
定
期
間
活
動
を
休
止
で
き
る

制
度
を
導
入
す
る
た
め
改
正
を
行
う

□
補
正
予
算

○
令
和
２
年
度
白
浜
町
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
８
号
）

・
既
定
予
算
へ
の
補
正
額

５
億
２
０
９
０
万
円

・
補
正
後
の
歳
入
歳
出
予
算
総
額

１
６
２
億
１
４
２
０
万
円

　
主
な
補
正
内
容
は
次
の
と
お
り

★
＝
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

【
総
務
費
】

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
F
M
放
送
設
備
更

　

新
事
業

４
５
０
万
円

・
ふ
る
さ
と
白
浜
応
援
寄
附
金
事
業

１
億
５
８
９
２
万
円

　

寄
附
金
の
増
加
に
伴
い
増
額

・
津
波
避
難
ビ
ル
建
設
事
業

２
億
６
７
７
２
万
円

　

中
地
区
及
び
日
置
地
区
へ
の
津
波

　

避
難
ビ
ル
建
設
に
係
る
経
費

【
民
生
費
】

・
障
害
者
自
立
支
援
給
付
費
等
事
業

２
０
８
２
万
円

・
障
害
児
施
設
給
付
費
等
事
業

１
１
６
０
万
円

・
保
育
園
委
託
事
業

１
０
９
５
万
円

１２月１日【開会、町長挨拶、提案理由の説朙】
　・会期の決定
　・議案の提案理由説明（専決処分の承認４件、町道関係２件、物品購入契約２件、
　　　　　指定管理者の指定２０件、条例改正７件、補正予算関係４件、報告１件）

１２月１０日【一般質問】
　・辻議員、小森議員、廣畑議員、長野議員、丸本議員
１２月１１日【一般質問】
　・正木議員、南議員、水上議員、松田議員 　　　　  《Ｐ６～Ｐ１０に内容記載》

１２月１５日【議案審議、提案理由の説明】
　・議案審議（専決処分の承認４件、町道関係２件、物品購入契約２件、
　　　　　　　指定管理者の指定２０件、条例改正７件、補正予算関係４件）
　・議案の提案理由説明（補正予算関係１件）
１２月１６日【議案審議、閉会】
　・議案審議（報告１件、補正予算関係１件、令和元年度決算認定関係９件）
　・委員会発議案件（閉会中の継続調査申出１件、閉会中の継続審査申出１件）

第
１
日

第
４
・
５
日

▷▷ 令和２年第４回定例会 （12 月 1 日～ 12 月 16 日）
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（和歌山県消防ポンプ操法大会の様子）

第
２
・
３
日



【
衛
生
費
】

★
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

　

接
種
準
備
事
業

２
１
１
万
円

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
対
応
に
伴
う
シ
ス

　

テ
ム
改
修
等
に
係
る
経
費

・
紀
南
環
境
広
域
施
設
組
合
負
担
金

１
５
８
４
万
円

【
農
林
水
産
業
費
】

・
林
道
将
軍
川
線
補
修
事
業５９

５
万
円

・
松
林
保
全
対
策
事
業

５
３
６
万
円

　

白
良
浜
の
松
へ
の
樹
幹
注
入
及
び

　

三
段
周
辺
等
の
伐
倒
駆
除
に
係
る

　

経
費

【
観
光
費
】

★
プ
レ
ミ
ア
ム
旅
行
券
販
売
事
業

３
５
４
０
万
円

　

町
内
の
宿
泊
施
設
で
利
用
で
き
る

　

割
引
ク
ー
ポ
ン
の
販
売
を
、
第
２

　

弾
と
し
て
実
施

★
ク
ー
ポ
ン
付
き
マ
ッ
プ
販
売
促
進

　

事
業

１
６
０
万
円

　

町
内
の
各
施
設
、
店
舗
で
利
用
で

　

き
る
ク
ー
ポ
ン
付
き
マ
ッ
プ
の
販

　

売
を
、
第
２
弾
と
し
て
実
施

★
事
業
継
続
支
援
金

４
０
０
万
円

　

県
の
事
業
継
続
支
援
金
を
受
け
る

　

町
内
事
業
者
へ
の
上
乗
せ
助
成
支

　

援
を
行
う
た
め
、
事
業
費
を
増
額

★
町
内
事
業
者
事
業
継
続
推
進
補
助
金

５
７
０
万
円

　

感
染
症
感
染
拡
大
防
止
対
策
等
の

　

取
り
組
み
に
対
し
て
支
援
を
行
う

　

た
め
、
事
業
費
を
増
額

○
令
和
２
年
度
白
浜
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
９
号
）

・
既
定
予
算
へ
の
補
正
額

▲
１
億
８
２
４
０
万
円

・
補
正
後
の
歳
入
歳
出
予
算
総
額

１
６
０
億
３
１
８
０
万
円

主
な
補
正
内
容
は
次
の
と
お
り

【
民
生
費
】

・
湯
崎
保
育
園
新
園
舎
建
築
工
事
費

▲
２
億
１
７
２
０
万
円

・
施
工
監
理
委
託
料▲

４
２
０
０
万
円

・
造
成
工
事
費

３
５
０
０
万
円

・
造
成
測
量
設
計
委
託
料４

０
０
万
円

　

令
和
２
年
度
当
初
に
計
上
し
て
い

　

た
新
園
舎
建
築
工
事
に
か
か
る
事

　

業
費
を
減
額
し
、
新
た
な
建
設
予

　

定
地
の
土
地
造
成
事
業
費
を
計
上

○
令
和
２
年
度
白
浜
町
国
民
健
康
保
険

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

・
直
営
日
置
診
療
施
設
勘
定

　

２
５
１
万
９
千
円
を
減
額
し
、

１
１
０
８
万
１
千
円

・
直
営
三
舞
診
療
施
設
勘
定

　

２
２
９
万
４
千
円
を
減
額
し
、

５
７
０
万
６
千
円

・
直
営
川
添
診
療
施
設
勘
定

　

２
２
９
万
４
千
円
を
減
額
し
、

２
９
８
０
万
６
千
円

○
令
和
２
年
度
白
浜
町
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

・
既
定
予
算
へ
の
補
正
額

２
２
０
３
万
６
千
円

・
補
正
後
の
歳
入
歳
出
予
算
総
額

６
億
６
９
４
０
万
１
千
円

○
令
和
２
年
度
白
浜
町
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

・
既
定
予
算
へ
の
補
正
額

１
６
２
万
８
千
円

・
補
正
後
の
歳
入
歳
出
予
算
総
額

32
億
７
１
５
５
万
２
千
円

□
物
品
購
入
契
約

○
白
浜
町
立
小
学
校
気
化
式
冷
風
機

整
備
事
業

【
品
名
・
数
量
】

　

気
化
式
冷
風
機　

24
台

【
契
約
金
額
】　

１
０
４
９
万
４
千
円

【
契
約
相
手
】

　

白
浜
町
栄
５
４
５
番
地
の
１

　

有
限
会
社　

サ
ワ
イ

　

代
表
取
締
役
社
長　

澤
井　

勝
彦

○
白
浜
町
立
中
学
校
気
化
式
冷
風
機

整
備
事
業

【
品
名
・
数
量
】気

化
式
冷
風
機　

16
台

【
契
約
金
額
】

６
９
９
万
６
千
円

【
契
約
相
手
】

　

白
浜
町
栄
５
４
５
番
地
の
１

　

有
限
会
社　

サ
ワ
イ

　

代
表
取
締
役
社
長　

澤
井　

勝
彦

□
指
定
管
理
者
の
指
定

○
白
浜
町
営
向
平
キ
ャ
ン
プ
村

【
指
定
管
理
者
】

　
白
浜
町
安
居
３
０
６
番
地
の
１

　
一
般
社
団
法
人　
南
紀
州
交
流
公
社

　
　
　
　
　
　
理
事
長　
奥
山　
沢
美

【
指
定
期
間
】

　
令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら

　
　
　
　
　
令
和
８
年
３
月
31
日
ま
で

３ NO.59
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今
こ
こ
に
き
て
新
し
く
地
域
防

災
課
を
作
ろ
う
と
い
う
き
っ
か
け
は
。

　
　

何
年
も
前
か
ら
庁
内
で
は
協
議

を
し
て
き
た
。
近
年
大
き
な
災
害
が

立
て
続
け
に
来
る
状
況
が
全
国
各
地

で
あ
り
、
感
染
症
も
含
め
た
防
災
力

を
考
え
る
と
な
れ
ば
、
ひ
と
つ
の
課

を
作
る
こ
と
で
、
防
災
力
・
減
災
力

の
ア
ッ
プ
に
繋
が
る
と
考
え
た
た
め
。

　
　

　
　

日
置
川
地
域
に
は
殿
山
ダ
ム
が

あ
り
、
台
風
等
の
大
雨
時
に
は
日
置

川
の
氾
濫
を
大
変
心
配
す
る
。
つ
い

て
は
、
日
置
川
地
域
の
防
災
力
強
化

の
た
め
、
日
置
川
事
務
所
に
も
防
災

担
当
の
職
員
を
配
置
し
て
は
。

　
　

さ
ら
な
る
防
災
、
減
災
に
取
り

組
む
た
め
に
新
た
な
課
を
設
置
す
る

も
の
で
あ
る
た
め
、
職
員
を
増
員
し

防
災
・
減
災
を
進
め
る
。
全
体
の
職

員
数
の
こ
と
も
あ
る
が
、
日
置
川
事

務
所
へ
の
職
員
配
置
も
検
討
し
た
い
。

Pick up!行
動
部
隊
の
防
災
ま
ち

づ
く
り
係
と
啓
発
部
隊

の
地
域
防
災
推
進
係

地
域
防
災
課
を
新
た
に
設
置
し
、

　

防
災
力
・
減
災
力
・
防
犯
力
を
強
化
！

答 問 問答

　
　

県
内
の
各
消
防
団
で
も
同
様
の

制
度
を
導
入
し
て
い
る
の
か
。

　
　

現
在
２
つ
の
町
が
導
入
し
て
お

り
、
白
浜
町
で
３
例
目
で
あ
る
。

　
　

過
去
の
団
員
に
も
事
例
が
い
く

つ
か
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
制
度
の
導

入
に
至
っ
た
の
か
。

　
　

消
防
団
か
ら
休
団
制
度
を
検
討

し
て
欲
し
い
と
の
要
望
が
あ
り
、
導

入
す
る
運
び
と
な
っ
た
。

　
　

こ
の
制
度
の
活
用
に
よ
り
、
ス

キ
ル
の
高
い
人
に
入
り
続
け
て
も
ら

え
る
こ
と
は
良
い
こ
と
だ
と
思
う
が
、

団
員
の
な
り
手
が
少
な
く
な
っ
て
き

て
い
る
こ
と
も
導
入
の
理
由
か
。

　
　

団
員
の
確
保
と
い
う
の
も
理

由
の
１
つ
で
あ
る
。
条
例
定
数
が

３
８
６
名
の
な
か
、
今
年
度
は
じ
め

で
49
名
の
欠
員
が
出
て
い
る
。

Pick up!長
期
間
消
防
団
活
動
に

従
事
で
き
な
い
団
員
は
、

３
年
を
超
え
な
い
範
囲
内

で
休
団
で
き
る
よ
う
に

消
防
団
員
の
身
分
を
保
持
し
た
ま
ま
一
定

期
間
の
活
動
休
止
が
で
き
る
制
度
の
導
入

答 問 問答答 問

（令和２年度完成予定の津波避難タワー　写真左：中地区、写真右：日置地区）
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水
分
が
蒸
発
す
る
時
に
熱
が
奪

わ
れ
る
気
化
熱
の
活
用
に
よ
り
非
常

に
効
果
的
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
各

学
校
へ
の
設
置
数
は
ど
の
程
度
考
え

て
い
る
の
か
。

　
　

中
学
校
に
つ
い
て
は
、
１
校
あ

た
り
４
台
の
配
備
を
考
え
て
い
る
。

小
学
校
に
つ
い
て
は
適
正
数
の
配
備

を
考
え
て
い
る
。

　
　

富
田
中
学
校
の
体
育
館
は
建
て

替
え
に
よ
り
２
階
建
て
と
な
っ
て
お

り
、
４
台
の
配
備
で
は
少
な
い
の
で

は
な
い
か
と
考
え
る
が
。

　
　

冷
風
機
は
体
育
館
で
の
体
育
活

動
で
使
用
す
る
こ
と
と
、
避
難
所
と

し
て
開
設
す
る
際
の
冷
風
機
能
も
考

え
て
い
る
。

　

富
田
中
学
校
の
新
体
育
館
の
２
階

部
分
に
つ
い
て
は
、
状
況
を
見
な
が

ら
、
新
た
に
購
入
す
る
か
、
余
剰
分

を
回
す
の
か
総
合
的
に
判
断
し
た
い
。

Pick up!小
中
学
校
で
計
40
台

１
７
４
９
万
円

災
害
時
の
避
難
所
開
設

の
際
に
も
効
果
を
発
揮

町
内
の
全
小
学
校
、
中
学
校
に

　
　
　
　
　
　
　
　

気
化
式
冷
風
機
を
配
備

答 問 問答

　
　

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
の

中
で
、
子
育
て
支
援
施
設
の
更
新
に

あ
た
っ
て
は
、
利
用
者
数
に
応
じ
た

施
設
規
模
の
適
正
化
を
図
る
な
ど
検

討
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
さ
れ
て
い

る
が
、
今
回
の
移
転
は
こ
う
し
た
こ

と
も
検
討
し
た
上
で
の
こ
と
か
。

　
　

将
来
的
な
人
口
減
少
や
少
子
化

を
含
め
、
当
然
集
約
化
も
視
野
に
入

れ
て
議
論
を
し
て
き
た
。
今
回
の
建

設
予
定
地
で
あ
れ
ば
、
将
来
的
に
集

約
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

　
　

先
般
地
方
紙
に
旧
空
港
の
将
来

的
な
活
性
化
を
考
え
て
い
く
と
の
県

の
記
事
が
あ
っ
た
が
、
新
園
舎
の
建

設
予
定
地
に
つ
い
て
は
、
県
と
の
話

は
何
も
な
か
っ
た
の
か
。

　
　

今
回
の
建
設
予
定
地
は
旧
空
港

跡
地
と
は
別
で
あ
る
。
跡
地
に
は
防

災
拠
点
や
観
光
施
設
を
つ
く
る
な
ど
、

県
と
相
談
し
な
が
ら
進
め
た
い
。

Pick up!造
成
工
事
費

３
５
０
０
万
円

造
成
測
量
設
計
委
託
料

４
０
０
万
円

湯
崎
保
育
園
の
建
設
予
定
地
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

消
防
本
部
横
に
決
定

答 問 問答

（消防本部横の新園舎建設予定地）



一　般　質　問

６NO.59

辻
つじ

 成
せ い き

紀 議員

　
　
令
和
２
年
３
月
10
日
に
国
史
跡
に

指
定
さ
れ
た
安
宅
氏
城
館
跡
や
、
偉
業

を
成
し
遂
げ
た
小
山
肆
成
や
鈴
木
七
右

衛
門
に
関
連
し
て
、
歴
史
・
文
化
、
ま

た
観
光
資
源
と
し
て
、
地
域
活
性
化
に

繋
が
る
取
り
組
み
を
検
討
し
て
は
ど
う

か
。
ま
た
、
南
紀
州
交
流
公
社
や
日
置

川
歴
史
ク
ラ
ブ
な
ど
と
連
携
し
、
歴
史

あ
る
町
に
向
け
た
取
り
組
み
を
検
討
し

て
は
ど
う
か
。

　
　

ど
の
よ
う
に
地
域
活
性
化
に
繋
げ

て
い
く
の
か
、
人
を
呼
び
込
め
る
場
所

に
変
え
て
い
け
る
の
か
等
、
重
要
な
課

題
と
し
て
調
査
、研
究
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
今
年
度
、
南
紀
州
交
流
公
社
や

日
置
川
歴
史
ク
ラ
ブ
を
含
め
民
間
有
志

の
方
々
等
と
地
域
振
興
策
に
つ
い
て
協

議
し
て
い
る
。
今
後
も
連
携
し
て
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

白
浜
町
健
康
交
流
拠
点
施
設
に
つ
い
て

　
　

リ
ヴ
ァ
ー
ジ
ュ
ス
パ
・
ひ
き
が
わ

の
老
朽
化
に
伴
う
施
設
の
状
況
と
施
設

（
浴
場
）
改
修
の
計
画
は

い
か
が
か
。

　
　

浴
場
か
ら
の
漏
水
が

一
番
大
き
な
課
題
と
な
っ

て
お
り
、
来
年
度
、
漏
水

箇
所
の
改
修
工
事
を
行

い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　

重
要
な
課
題
と
し
て
調
査

・
研
究
を
し
て
い
き
た
い

　
　
　
　
　

日
置
川
地
域
の
歴
史

・
文
化
で
地
域
活
性
化
を

問

答

Q
R
コ
ー
ド
の
有
効
期

限
は
３
月
下
旬
ま
で

答 問

答

問

（左：安居暗渠の取水口、右：小山肆成顕彰碑）

小
こ も り

森 一
かずのり

典 議員

　
　

人
口
減
少
・
高
齢
化
が
深
刻
で
あ

る
中
山
間
地
域
で
は
、
今
後
の
救
急
医

療
体
制
と
防
災
対
策
が
急
務
で
あ
る
。

そ
れ
を
解
消
す
る
施
策
と
し
て
、
専
用

ヘ
リ
ポ
ー
ト
を
整
備
す
る
こ
と
で
、
住

民
の
安
心
・
安
全
が
確
立
で
き
る
と
考

え
る
が
、
当
局
の
見
解
は
。

　
　

総
合
医
療
機
関
か
ら
離
隔
し
た
地

域
に
お
い
て
、
患
者
搬
送
手
段
の
複
数

確
保
は
重
要
で
あ
る
。

　

今
後
も
中
山
間
部
の
場
外
・
臨
時
離

着
陸
場
の
指
定
維
持
、
ま
た
は
増
加
の

為
の
整
備
を
継
続
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
が
、
そ
の
整
備
要
領
に
つ
い

て
は
検
討
課
題
で
あ
る
。

林
道
整
備
と
森
林
整
備
事
業
構
想

　
　

町
の
林
野
面
積
は
町
土
の
約
８
割

を
占
め
て
い
る
が
、
森
林
を
維
持
管
理

す
る
た
め
ど
の
よ
う
な
将
来
像
（
目
指

す
森
林
・
山
村
の
姿
）
を
考
え
て
い
る

の
か
。
当
局
の
構
想
や
方
向
性
は
。

　
　

現
在
の
森
林
資
源
状
況
を
考
慮
す

る
と
、
今
後
は
保
育
、
間
伐
を
適
正
に

実
施
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。
町
は
森
林
環

境
譲
与
税
を
財
源
と
し

て
、
国
が
示
す
森
林
経
営

管
理
制
度
に
基
づ
く
将
来

的
な
間
伐
等
の
森
林
整
備

に
向
け
て
取
り
組
む
。

Q
R
コ
ー
ド
の
有
効
期

限
は
３
月
下
旬
ま
で

答 問

答

問

（短時間で救急患者の所に到着することで、
早期に治療を開始し、病院へ搬送できる）

　
　
　
　
　
　
　
　
場
外

・
臨
時
離
着
陸
場
の
整
備
を
継
続
し
て
い
く

　
　
　
　
　
中
山
間
地
域
に
専
用
ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
整
備
を

問

答



一　般　質　問

７ NO.59

長
な が の

野 莊
そういち

一 議員

　
　
安
居
暗
渠
の
県
指
定
文
化
財
へ
の

指
定
申
請
時
期
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

令
和
３
年
３
月
の
審
議
会
ま
で
に

申
請
す
る
予
定
で
あ
る
。

通
院
等
の
支
援
に
つ
い
て

　
　

通
院
等
の
支
援
に
つ
い
て
、
具
体

的
な
協
議
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
る
が
、
当
局
の
考
え
は
。

　
　

課
題
は
あ
る
が
、
送
迎
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
な
ど
実
現
可
能
な
施
策
等
を
講

じ
支
援
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

　
　

町
道
朝
来
帰
新
田
線
の
一
部
が
大

雨
に
よ
り
冠
水
し
た
が
、
そ
の
原
因
と
孤

立
さ
れ
た
方
々
の
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
Ｊ
Ｒ
紀
勢
本
線
と
の
交
差
部
で
道

路
が
一
段
低
い
構
造
で
あ
り
、
周
辺
の

水
が
集
中
す
る
状
態
と
な
っ
た
こ
と
が

原
因
で
あ
る
。
地
元
区
、
地
元
消
防
団

等
と
連
携
を
密
に
し
、
様
々
な
状
況
に

対
応
で
き
る
よ
う
取
り
組
む
。

　
　

現
在
、
市
鹿
野
消
防
団
の
詰
所
は

ど
の
場
所
を
使
用
し
て
い
る
の
か
。
詰

所
の
建
設
に
つ
い
て
、
地
域
性
を
考
慮

し
環
境
整
備
を
進
め
て
は
い
か
が
か
。

　
　

旧
市
鹿
野
小
学
校
の

一
部
を
使
用
し
て
い
る
。

詰
所
を
併
設
し
た
消
防
車

庫
の
建
設
は
必
要
と
考
え

て
い
る
が
、
地
元
消
防
団

と
優
先
順
位
を
協
議
し
、

順
次
取
り
組
み
た
い
。

Q
R
コ
ー
ド
の
有
効
期

限
は
３
月
下
旬
ま
で

答 問

答

問

廣
ひろはた

畑 敏
と し お

雄 議員

　
　

医
療
機
関
や
福
祉
施
設
で
の
コ
ロ

ナ
感
染
は
重
症
化
し
や
す
く
、
そ
こ
で

働
く
職
員
は
大
変
な
緊
張
感
と
危
機
感

を
持
っ
て
接
し
て
い
る
。
こ
う
し
た

方
々
が
安
心
し
て
働
け
る
よ
う
に
、
定

期
的
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
が
で
き
な
い
か
。

　
ま
た
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
の
紀
南
地

方
へ
の
設
置
を
県
に
働
き
か
け
て
は
ど

う
か
。

　
　

現
在
、
県
が
行
っ
て
い
る
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
早
期
発
見
す

る
た
め
の
相
談
・
診
療
・
検
査
体
制
で

対
応
し
て
い
け
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
る
が
、
今
後
の
動
向
を
見
極
め

な
が
ら
対
応
し
た
い
。

景
観
保
全
と
農
業

　
　

秋
の
フ
ラ
ワ
ー
ラ
イ
ン
で
の
コ
ス

モ
ス
畑
が
話
題
に
な
っ
た
。
こ
の
事
業

を
遊
休
農
地
に
も
広
げ
て
取
り
組
む
こ

と
は
で
き
な
い
か
。

　　
　

景
観
保
全
の
た
め
の
植
栽
が
、
遊

休
農
地
を
減
ら
し
、
直
ち
に
農
業
振
興

に
繋
が
る
段
階
に
は
至
っ
て
お
ら
ず
、

今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　
　

農
業
法
人
化
の
計
画
は
ど
の
よ
う

に
推
移
し
て
い
る
か
。

　
　

今
年
度
に
農
家
へ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、

ま
た
、
日
高
町
の
取
り
組

み
も
視
察
し
た
。
こ
の
結

果
等
を
考
慮
し
、
設
立
に

向
け
た
検
討
を
重
ね
た
い
。

Q
R
コ
ー
ド
の
有
効
期

限
は
３
月
下
旬
ま
で

答 問

答

問

（フラワーラインを彩ったコスモス）

答

問

答

答

問

問

（冠水した町道朝来帰新田線）

　
　
　
　
　
　
　
　
今
後
の
動
向
を
見
極
め
な
が
ら
対
応
し
た
い

　
　
　
　
　
紀
南
地
方
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
の
設
置
を
働
き
か
け
て
は

問

答

　
　
　
　
　
　
　
　
送
迎
サ
ー
ビ
ス
な
ど
実
現
可
能
な
支
援
が
で
き
れ
ば

　
　
　
　
　
通
院
等
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
支
援
が
で
き
る
か

問

答



一　般　質　問

８NO.59

正
ま さ き

木 秀
ひ で お

男 議員

　
　

国
が
推
進
す
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
一
つ
で
あ
る
洋
上
風
力
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
当
町
へ
誘
致
す
れ
ば
、
観
光
を

は
じ
め
地
域
活
性
化
に
繋
が
る
と
考
え

る
が
、
町
の
見
解
は
。

　
　

海
外
で
は
、
新
た
な
景
観
を
生
み

出
す
観
光
面
や
地
域
と
発
電
事
業
者
の

共
存
に
よ
る
地
域
活
性
化
へ
の
波
及
効

果
が
事
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る

が
、
日
本
で
は
実
施
件
数
も
少
な
く
、

経
済
効
果
は
期
待
さ
れ
て
い
る
も
の
の

観
光
や
地
域
活
性
化
に
対
す
る
波
及
効

果
は
未
知
数
の
と
こ
ろ
が
あ
る
。

　

た
だ
、
洋
上
風
力
発
電
を
含
む
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
に
つ
い
て

は
、
今
後
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
考
え

た
と
き
非
常
に
重
要
な
も
の
に
な
る
と

考
え
て
い
る
。

防
災
対
策
に
つ
い
て

　
　

東
白
浜
地
区
か
ら
長
年
要
望
の
あ

る
津
波
等
防
災
施
設
に
つ
い
て
、
早
期

設
置
が
望
ま
れ
る
が
、
町
の
取
り
組
み

状
況
は
。

　
　

町
は
、
現
在
も
津
波
避
難
困
難
地

域
解
消
対
策
事
業
を
継
続
中
で
あ
る
。

綱
、
港
、
御
舟
地
区
の
集
会
所
を
兼
ね

る
避
難
所
建
設
の
必
要
性
は
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
が
、
町
全
体
の
津
波
避
難

困
難
地
域
解
消
事
業
終
了
後
の
事
後
の

対
策
と
し
て
検
討
し
た
い
。

オ
ッ
ズ
セ
ン
タ
ー
の
誘
致

　
　

新
た
な
観
光
資
源
と
し
て
、
ま

た
、
地
域
活
性
化
策
と
し
て
オ
ッ
ズ
セ

ン
タ
ー
の
誘
致
な
ど
の
取
り
組
み
を
提

言
す
る
が
、町
の
見
解
は
。

　
　

誘
致
は
現
在
の
と
こ

ろ
考
え
て
い
な
い
。
ま
ず

は
、
町
の
魅
力
を
感
じ
取

る
こ
と
が
で
き
る
素
材
の

充
実
・
情
報
の
発
信
に
努

め
て
い
き
た
い
。

Q
R
コ
ー
ド
の
有
効
期

限
は
３
月
下
旬
ま
で

答 問

答

問

丸
まるもと

本 安
やすたか

高 議員

　
　
令
和
２
年
11
月
、
町
長
を
市
鹿
野

に
迎
え
懇
談
会
が
行
わ
れ
た
。
区
民
か

ら
様
々
な
意
見
・
要
望
が
あ
り
、
最
も

多
く
出
た
要
望
は
、
県
道
日
置
川
大
塔

線
の
玉
伝
口
か
ら
市
鹿
野
ま
で
約
４
キ

ロ
の
区
間
の
改
修
に
つ
い
て
で
あ
っ

た
。
私
の
記
憶
に
あ
る
の
は
、
台
風
で

流
失
し
た
市
鹿
野
橋
の
架
け
替
え
以
外

で
大
規
模
な
道
路
改
修
は
行
わ
れ
て
い

な
い
。
区
民
に
と
っ
て
は
生
活
道
路
で

あ
る
た
め
、
予
算
が
な
い
で
済
む
話
で

は
な
い
。
県
に
地
元
へ
の
説
明
と
現
地

視
察
を
求
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

る
が
い
か
が
か
。

　
　

懇
談
会
で
意
見
の
出
た
県
道
日
置

川
大
塔
線
の
落
石
に
よ
り
防
護
網
が
大

き
く
破
損
し
て
い
る
箇
所
に
つ
い
て

は
、
令
和
３
年
３
月
か
ら
４
月
頃
に
か

け
て
工
事
を
行
う
予
定
と
県
か
ら
聞
い

て
い
る
。
ま
た
、
路
側
石
積
崩
壊
箇
所

に
つ
い
て
は
、
令
和
２
年
度
内
に
発
注

す
る
予
定
と
聞
い
て
い
る
。

　

当
該
路
線
の
全
体
的
な
改
修
に
つ
い

て
は
、
引
き
続
き
日
置
川
区
長
会
や
県

道
日
置
川
大
塔
線
改
修
促

進
協
議
会
か
ら
も
県
に
要

望
活
動
を
行
っ
て
い
き
た

い
。
ま
た
、
地
元
住
民
に

対
す
る
説
明
と
現
地
視
察

に
つ
い
て
は
県
と
相
談
し

た
い
。

Q
R
コ
ー
ド
の
有
効
期

限
は
３
月
下
旬
ま
で

答 問

（落石の多い日置川大塔線）

問答

　
　
　
　
　
　
　
　
区
長
会
や
改
修
促
進
協
議
会
か
ら
も
要
望
を
し
て
い
く

　
　
　
　
　
県
道
日
置
川
大
塔
線
の
改
修
を

問

答

　
　
　
　
　
　
　
　

誘
致
に
よ
る
観
光
等
へ
の
波
及
効
果
は
未
知
数

　
　
　
　
　

洋
上
風
力
発
電
の
誘
致
に
つ
い
て
の
見
解
は

問

答



一　般　質　問

９ NO.59

南
みなみ

 勝
か つ や

弥 議員

　
　
旧
白
浜
町
は
幼
保
一
元
化
を
目
指

し
、
観
光
地
の
白
浜
、
農
村
部
の
富
田

に
そ
れ
ぞ
れ
幼
児
園
が
あ
り
実
現
し
つ

つ
あ
る
。
旧
町
の
中
で
町
立
保
育
園
単

独
で
残
る
の
は
湯
崎
保
育
園
の
み
。
次

年
度
以
降
も
幼
児
減
少
が
続
き
、
ほ
か

の
保
育
園
も
園
児
受
け
入
れ
に
余
裕
が

あ
る
と
聞
い
て
い
る
。
白
浜
幼
児
園
へ

の
統
合
は
津
波
浸
水
想
定
区
域
等
の
理

由
で
で
き
な
い
な
ら
、
新
湯
崎
保
育
園

へ
の
統
合
も
考
え
た
上
で
の
移
転
な
の

か
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
話
し
合
い
の

機
会
を
持
っ
た
こ
と
が
あ
る
の
か
。

　
　
幼
保
一
元
化
の
取
り
組
み
は
、
幼

稚
園
を
近
隣
の
保
育
園
と
合
同
活
動
を

す
る
こ
と
で
、
基
本
的
生
活
習
慣
を
身

に
つ
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で

あ
る
。

　

白
浜
幼
児
園
に
関
し
て
は
、
津
波
浸

水
想
定
区
域
に
一
部
含
ま
れ
て
い
る
た

め
、
将
来
的
に
は
消
防
に
隣
接
す
る
建

設
予
定
地
に
さ
ら
に
造
成
工
事
を
行
う

こ
と
で
集
約
を
図
る
こ
と

も
可
能
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
そ
う
し
た
取
り
組

み
が
具
体
的
に
な
っ
た
際

に
は
、
関
係
す
る
保
護
者

や
地
域
の
皆
さ
ま
の
ご
意

見
を
伺
い
た
い
。

Q
R
コ
ー
ド
の
有
効
期

限
は
３
月
下
旬
ま
で

答 問

（湯崎保育園新園舎の建設予定地）

水
みずかみ

上 久
く み こ

美子 議員

　
　
紀
南
で
は
進
学
高
校
の
選
択
肢
が

少
な
く
、
今
後
少
子
化
が
起
因
し
学
級

の
統
合
や
廃
校
な
ど
の
心
配
が
あ
る
。

高
校
再
編
に
つ
い
て
周
辺
市
町
と
情
報

交
換
し
、
県
教
委
に
し
っ
か
り
と
提
言

し
て
い
た
だ
き
た
い
が
町
の
考
え
は
。

　
　
計
画
等
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
県

民
の
意
見
を
十
分
汲
み
取
っ
て
い
た
だ

き
、
素
晴
ら
し
い
将
来
像
を
示
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
今
後
、

機
会
が
あ
る
ご
と
に
、
子
ど
も
た
ち
が

安
心
し
て
高
校
に
進
学
し
、
通
学
で
き

る
よ
う
努
め
、
周
辺
市
町
と
も
連
絡
を

密
に
し
て
、
よ
り
よ
い
高
校
再
編
と
な

る
よ
う
協
議
を
深
め
て
い
き
た
い
。

経
済
対
策
と
課
題

　
　
コ
ロ
ナ
禍
で
落
ち
込
ん
だ
町
内
消

費
、
雇
用
安
定
や
町
の
物
品
購
入
へ
の

地
元
企
業
支
援
と
緊
急
経
済
対
策
と
し

て
国
や
町
の
支
援
枠
に
沿
わ
な
い
方
々

も
い
る
。
事
業
者
以
外
の
町
民
へ
の
経

済
対
策
と
支
援
、
ま
た
生
活
応
援
給
付

金
の
追
加
支
援
は
で
き
な
い
か
。

　
　
町
民
の
支
援
と
し
て
は
、
国
の
臨

時
交
付
金
等
を
活
用
し
、

生
活
応
援
商
品
券
配
布
事

業
、給
食
費
無
償
化
事
業
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
事
業
等
の
支
援
策
に
取

り
組
ん
だ
。
今
後
、
国
県

の
動
向
を
注
視
し
、
必
要

な
施
策
の
検
討
を
行
い
た
い
。

Q
R
コ
ー
ド
の
有
効
期

限
は
３
月
下
旬
ま
で

答 問

答

問

（第６期きのくに教育審議会答申）

建設予定地

消防本部

　
　
　
　
　
　
　

将
来
的
に
は
園
の
集
約
も
可
能
と
考
え
て
い
る

　
　
　
　
　

湯
崎
保
育
園
の
移
転
は
園
統
合
も
考
え
た
上
で
の
こ
と
か

問

答

　
　
　
　
　
　
　

よ
り
よ
い
高
校
再
編
と
な
る
よ
う
協
議
を
深
め
た
い

　
　
　
　
　

高
校
再
編
に
つ
い
て
、
町
の
考
え
は

問

答



一　般　質　問

松
ま つ だ

田 剛
たけはる

治 議員

　
　
包
括
的
な
相
談
支
援
、
地
域
に
つ

な
ぎ
戻
し
て
い
く
た
め
の
参
加
の
支

援
、
地
域
づ
く
り
に
向
け
た
支
援
を
一

体
的
に
行
う
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事

業
を
進
め
る
た
め
の
体
制
整
備
に
つ
い

て
、
当
局
の
見
解
は
。

　
　

本
事
業
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で

具
体
的
な
検
討
を
行
う
に
は
至
っ
て
お

ら
ず
、
情
報
収
集
を
し
て
い
る
段
階
で

あ
る
。
事
業
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、

支
援
体
制
の
整
備
や
事
業
の
周
知
、
啓

発
等
が
課
題
で
あ
る
と
考
え
る
。

行
政
手
続
き
の
見
直
し

　
　

押
印
廃
止
と
書
面
主
義
の
見
直
し

は
、
国
の
動
き
を
察
知
し
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
と
し
て
進
め
る
べ
き
と
考
え

る
が
、
当
局
の
考
え
は
。

　
　

国
の
指
針
に
よ
る
行
政
手
続
の
オ

ン
ラ
イ
ン
化
の
拡
充
や
、
行
政
事
務
の

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
を
検
討
し
な
が
ら
、

行
政
手
続
等
の
簡
素
化
を
進
め
た
い
。

公
共
施
設
の
ト
イ
レ
洋
式
化

　
　

公
共
施
設
に
お
け
る
ト
イ
レ
の
洋

式
化
の
現
状
と
、今
後
の
取
り
組
み
は
。

　
　

使
い
や
す
い
ト
イ
レ

整
備
は
必
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
災
害
時
の
避

難
場
所
と
な
る
施
設
も
あ

り
、
現
状
等
を
精
査
し
、

適
宜
必
要
な
整
備
に
努
め

て
い
き
た
い
。

Q
R
コ
ー
ド
の
有
効
期

限
は
３
月
下
旬
ま
で

答 問

答

問

（住民一人ひとりの暮らしと生きがい、
　　　　地域をともに創っていく社会）

　市町村の議会では、特別にルールを設けない限り、首町らが議員に質問することは認められていま
せんが、白浜町議会では、平成２９年秋から反問権について検討をはじめ、令和元年１２月の議会運
営委員会や議員懇談会で、申し合わせ事項を改正して反問権を与えることを決めました。
　これにより、令和２年１月から本会議や全員協議会、委員会で、議長や委員長から許可を得た上で
当局側は反問できるようになりました。ただ、反問の範囲は質問の趣旨を確認することに絞り、議員
の質問に対する反論や、代替案の提示を求めることはできないとしています。

　議員（又は委員）の質問・質疑に対して答弁する者に反問権を付与することで、議論の論点の明確
化が期待され、より一層町民に開かれた議会を目指します。

　議会の会議において、議員（委員）からの質問や質疑の趣旨、内容、背景、根拠、考え方などを確
認するため、町長や町の職員が、議員（委員）に質問することをいいます。

◆反問権の付与

◆反問とは

▷▷ 議員の質問に対する町長や町職員の反問権の付与

10NO.59

答問

　
　
　
　
　
　
　

体
制
整
備
や
事
業
の
周
知

・
啓
発
が
課
題
で
あ
る

　
　
　
　
　

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
、
重
層
的
支
援
体
制
整
備
を

問

答



▷▷ 討論のあった議案

〇：賛成　〇：賛成　×：反対 議決結果議決結果

堀

匠

楠
本
隆
典

廣
畑
敏
雄

正
木
秀
男

南　

勝
弥

小
森
一
典

丸
本
安
高

辻　

成
紀

松
田
剛
治

溝
口
耕
太
郎

長
野
莊
一

堅
田
府
利

水
上
久
美
子

　議案第８７号
　「専決処分の承認について」 承認 ○ ○ × ○ ○ 〇 × ○ ○ ○ ○ ○ ○

　※議長 ( 西尾智朗 ) は採決に加わりません。

　定例会４日目に、議案第８７号「専決処分の承認について」に対し、廣畑議員から反対討論があり、
起立採決の結果、賛成多数により承認しました。
　〇処 分 事 項　白浜町職員の給与等に関する条例及び白浜町会計年度任用職員の給与及び費用弁償
　　　　　　　　に関する条例の一部を改正する条例
　〇専決年月日　令和２年１１月３０日

　採決の結果と討論の要旨は、次のとおりです。

反対討論要旨（廣畑議員）
　１つ目の理由として、人事院勧告に従わなければならないという法的根拠がないように思うこと。２つ目
として、新型コロナウイルスの影響で経済活動が大きく落ち込んでいる中、政府は補正予算を組み景気の下
支えを行い、町もこれまで住民の支援を行ってきたと考えるが、公務員の期末手当をカットすれば購買力が
落ち、町内や地方の景気に悪影響を与えることは明らかである。従って、この議案については不承認としたい。

　議場で行われる本会議の様子を録画、録音したものをインターネットを通じて、配信するものです。
傍聴にお越しになれない方などに、手軽に議会の様子を見ていただくため、直近の議会の様子を配
信しております。

▷▷ 本会議の録画配信

　　【閲覧方法】
  ① 白浜町ホームページを開く
  ② トップページの中ほどにある
　　「白浜町議会」をクリック
  ③「議会録画配信」をクリック

   〈白浜町ホームページ〉
   http://www.town.shirahama.wakayama.jp/

こちらを読み取っていただ
くことでも、ホームページ
をご覧いただけます。

11 NO.59
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政務活動費を後払いに変更
１１月１０日　議員定数等検討特別委員会

減員することに決する
１１月１０日　議員定数等検討特別委員会

採 決 事 項採 決 事 項 採決結果採決結果

楠
本
隆
典

堀

匠

廣
畑
敏
雄

正
木
秀
男

南　

勝
弥

小
森
一
典

丸
本
安
高

辻　

成
紀

松
田
剛
治

溝
口
耕
太
郎

長
野
莊
一

堅
田
府
利

水
上
久
美
子

　「議員定数を減員すること」 減員する 〇 ○ × × ○ 〇 × × ○ ○ × ○ ×

　「政務活動費の交付方法を
　　　後払いに変更すること」 変更する ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

　「政務活動費の交付額を
　　　　　　　減額すること」

減額
しない ○ × × × ○ × ○ ○ × × ○ ×

※委員長（楠本隆典）は採決には加わりませんが、可否同数の場合委員長が「裁決」を行います。
※議長 ( 西尾智朗 ) は委員ではありません。

　本委員会では、これまで議員定数について減員、また現状維持の立場で各委員が意見を出し、協議
を重ねてきました。令和２年１１月１０日に開いた委員会では、議員定数を「減員」とするか、「現
状維持」とするか委員１２人で採決を行い、起立採決の結果、「減員」することに賛成をした委員は
６人で「現状維持」とする委員と同数となり、委員会条例第１６条に基づき、委員長の裁決により減
員することに決しました。何人減らすかについては、以降の委員会で検討しました。

　次に、政務活動費に関する採決を行い、交付方法を後払いとすることに賛成した委員は１０人、ま
た政務活動費を減額することに賛成した委員は５人でした。これにより、政務活動費の交付方法につ
いては次年度より後払いに変更することとし、詳細については１２月１日の委員会で決定することと
しました。また、政務活動費の交付額については、減額せず現状どおりとすることとしました。

　採決の結果は以下のとおりです。　　　　　※

（議員定数を減員することの採決の様子）



緊急経済対策の効果は
１月１４日　観光建設農林常任委員会

　本委員会では、所管事項について協議を行いまし
た。コロナウイルスに関する様々な緊急経済対策の
効果や観光客の動向、令和３年４月に予定されてい
る白浜観光協会と南紀白浜観光局の統合の進捗など
について、また、白浜空港横の町有地の現時点の整
備状況等について、当局から説明を受けました。

政務活動費を一括後払いへ
１２月１日　議員定数等検討特別委員会

　議員定数については、令和３年１月の委員会で減員数を決するにあたり、各委員から具体的な減員
数や意見が出されました。また、政務活動費については採決の結果、全会一致で次年度から交付方法
を一括後払いに変更することと決しました。

採 決 事 項採 決 事 項 採決結果採決結果

楠
本
隆
典

堀

匠

廣
畑
敏
雄

正
木
秀
男

南　

勝
弥

小
森
一
典

丸
本
安
高

辻　

成
紀

松
田
剛
治

溝
口
耕
太
郎

長
野
莊
一

堅
田
府
利

水
上
久
美
子

「議員定数を１人減員すること」
２人減員

する

× ○ ○ × × ○ × × × ○ × ○

「議員定数を２人減員すること」 ○ × × ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ×

※委員長（楠本隆典）は採決には加わりませんが、可否同数の場合委員長が「裁決」を行います。
※議長 ( 西尾智朗 ) は委員ではありません。

議員定数の減員数は２人
１月１４日　議員定数等検討特別委員会

　１月１４日の委員会では、議員定数を「１人
減員」とするか、「２人減員」とするかという採
決をそれぞれ行い、起立採決の結果、「１人減員」
に賛成した委員は５人、「２人減員」に賛成をし
た委員は７人であり、議員定数の減員数は２人

と決定しました。また、議員定数にかかる審議経過と結果をまとめ、令和３年第１回定例会において
委員会審査報告を行うこととしました。

　採決の結果は以下のとおりです。                 ※

委　員　会　活　動
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（議員定数を２人減員することの採決の様子）
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　令和元年度決算は、各種会計において、「第２次白浜町長期総合計画」をもとに「住みたい、住み続けたい、住ん
でよかった」と感じられる、魅力あふれる「白浜町」を創造するため、防災対策、生涯学習、観光振興、農林水産業
振興、地域振興等々の諸施策に対して取り組まれているものである。
　今後の行政施策の取り組みにおいては、同計画をもとに、各種施策が展開されるであろうが、時代の変化に柔軟に
対応できるまちづくりを推進するために、効果的・効率的な行政運営とともに、地域バランスや事業の優先順位など
を十分考慮しながら、中長期的な見通しを立て、事務事業の執行に取り組まれたい。
　歳入においては、人口減少に伴い町税収の伸びは期待できない状況にある中、自主財源の割合は約３６％にとどまっ
ており、地方交付税や国庫支出金等に歳入の多くを依存している状況である。今後依存財源の確保や行財政運営は、
極めて厳しい状況にあると考える。よって、町税、国民健康保険税、各種使用料、手数料等の未収金については、町
財政の根幹である自主財源の低下を招くものであり、公金の徴収・収納に関しては、住民生活に寄り添いながら、引
続き各課の連携を密にして積極的な滞納処分を実施するとともに、財源の確保と負担の公平性の観点からも、一層の
対策に取り組まれたい。
　歳出においては、財政の深刻度を示す財政健全化判断比率は、それぞれ前年度決算と同程度である。財政構造の
弾力性を判断するための指標である経常収支比率は、前年度決算より１. ５ポイント悪化し、令和元年度決算では
９５. ５％と依然として財政構造の硬直化が続いていることを示しており、今後も厳しい財政運営を強いられること
が予想される。こうした中、行政改革においては、財政健全化プランにより、企業誘致の推進、住基ネットシステム
の共同化、職員の適正化等に取り組まれており、今後も、将来にわたり安定的に行政サービスを提供し、多様化する
住民ニーズに的確に対応するため、なお一層の合理化に努めるとともに、経費支出の効率化に徹し、財政経営の健全
化を図られたい。
　支所及び出張所等の組織業務の見直しについては、高齢化や人口減少、産業構造、社会情勢の変化等、行政課題に
応じて見直す必要があるが、中山間地域、海岸部等の地理的条件も含め、地域特性に応じた町全体的な視点により検
討されたい。
　少子化等の更なる進展による学校の小規模化に伴い、人間関係の固定化や教育活動の制約等の課題が懸念されてい
るが、学習環境を保障するよう努め、小中学校の適正規模、適正配置等については、学校統合も鑑み検討されたい。
　若手世代職員の人材育成については、今後職務を遂行するための様々な能力や資質の一層の向上が求められており、
複雑かつ高度化する行政課題を的確に捉え、既存政策を見直し、新たな視点で施策を計画し実行できるような職員育
成に取り組まれたい。
　各種団体等への補助及び助成金については、補助基準の適正化に努められているが、各種団体の決算状況を検証す
るとともに、厳正な事前審査を通じ事業内容、事業体制等事業対象としての適格性を十分検討のうえ事業を執行し、
執行後も指導、監督を強化し事業効果を確認されたい。また、次年度への活動目標に基づき、補助額の見直しを行う
など、事業活動が活発化されるよう指導されたい。
　決算審査を行う意義は、「行政効果の客観的判断と、今後の改善や反省事項の把握と活用」である。当委員会で出
された意見を真摯に受け止め、次年度予算の編成執行に生かされたい。
また、今後とも、町民の福祉の向上や質の高い行政サービスの提供に努め、施策・事業の計画的推進、重点化及び効
果的な財源配分に努められたい。
　　　【委員長】廣畑 敏雄　　【副委員長】堅田 府利　　【委員】正木 秀男、南 勝弥、小森 一典、松田 剛治

決算審査特別委員会審査報告書　総括意見

　決算審査特別委員会は、令和元年度一般会計および特別会計８件の決算を審査するため、１０月
１日から６日までの期間で開催しました。以下に、総括意見を掲載します。

決算審査特別委員会審査報告
決算審査特別委員会



▷▷ 町議会 ・ 町議会議長の主な動き （10 月～ 12 月）

　１８日 公立紀南病院組合議会決算委員会
（田辺市）

１９日 富田川衛生施設組合議会

２０日 議会運営委員会

２４日 白浜町都市計画審議会

２５日 全国議長会全国大会（東京都）

１２月１日
第４回定例会第１日
全員協議会
議員定数等検討特別委員会

１０日 第４回定例会第２日
議会運営委員会

１１日 第４回定例会第３日
全員協議会

１５日 第４回定例会第４日
議会運営委員会

１６日
第４回定例会第５日
議員定数等検討特別委員会
議会広報特別委員会

２２日 中国成都市成華区友好協力関係
覚書署名式

２３日 ジュニア駅伝白浜町結団式

２４日 公立紀南病院組合議会（田辺市）

２５日 富田川治水組合議会（上富田町）

１０月１日 決算審査特別委員会

２日 決算審査特別委員会

５日 決算審査特別委員会

６日 決算審査特別委員会

１３日 議会広報特別委員会

１５日 議員定数等検討特別委員会

１７日 白良浜清掃活動

２１日 田辺周辺広域市町村圏組合議会
監査（田辺市）

２３日 和歌山県町村議会議長会全議員
研修会（かつらぎ町）

１１月２日 みなべ町議会正副議長就任挨拶
来庁

４日 公立紀南病院組合議会（田辺市）

５日 大辺路衛生施設組合議会
（すさみ町）

１０日 全員協議会
議員定数等検討特別委員会

１３日 紀南環境広域施設組合議会
（田辺市）

１６日 紀南地方老人福祉施設組合議会
紀南地方児童福祉施設組合議会

１７日 田辺周辺広域市町村圏組合議会
（田辺市）

15 NO.59

議　員　研　修　会

　１２月１５日、新型コロナウイルスの感染症
が全国的に増加傾向にあり、県内でも連日感染
者が発生している状況を踏まえ、当局から現在
の県内における対策状況、そして議員研修とし
て議員各自におけるコロナ感染防止対策につい
て研修を受けました。手指消毒や咳エチケット
など基本的なことが重要であること等、予防対策について再確認したところです。



町議会に関する情報は
「議会ホームページ」へ

編 集 後 記

　議会広報特別委員会
　委 員 長　長野　莊一
　副委員長　堅田　府利
　委 員　廣畑　敏雄
　　 　 　　小森　一典
　　 　 　　丸本　安高
　　 　 　　溝口　耕太郎

発行：白浜町議会　　編集：議会広報特別委員会　　〒 649-2211　和歌山県西牟婁郡白浜町 1600 番地
TEL  ：0739-43-6591　　FAX：0739-43-5888　   　E-mail：gikai@town.shirahama.lg.jp　

　９月議会より、議会広報の一環として一
般質問の様子を FM ビーチステーションに
て放送しております。（76.4MHz）
　多くの方に聞いてもらえるよう、また、
新型コロナウイルス感染症対策として議会
の傍聴をお控えになる方に鑑みまして、限
られた時間ではございますが、放送を始め
ました。放送予定については、議会のホー
ムページ等でお知らせいたしますので、是
非聞いてみてください。

お 知 ら せ
　新型コロナウイルス感染終息の兆候が見え
ない中で、２０２１年の扉は開かれることに
なりました。昨年は、観光業を基幹産業とし
ている当町も相当なダメージを受け、地域経
済の疲弊、並びに行事等の活動自粛に伴い、
私たちの生活様式や価値観にも大きな影響を
与える一年でありました。
　一方、アドベンチャーワールドでは、昨秋、
２年ぶりに赤ちゃんパンダが誕生し、町内外
の人々へ大きな喜びと希望を与える一幕とな
りました。
　今も尚、私たちはコロナ禍の影響下で、暫
くの間、過ごさなければなりませんが、我々
町議会は、町民の皆さま方とご一緒にこの難
局を乗り越え、必ず希望と平安に満たされる
日々が訪れることを信じて歩んでまいりたい
と思います。（小森）

日 月 火 水 木 金 土
2/21 2/22

議会運営委員会
2/23
天皇誕生日

2/24 2/25 2/26 2/27

2/28 3/1 2
 第 1 日
 提案説明等
 10:00~

3
 （休会）
 ※委員会開催や
 議案調査のため

4 5 6

7 8 9 10 11
 第 2 日
 一般質問
 10:00~

12
 第 3 日
 一般質問
 10:00~

13

14 15
予算審査
特別委員会

16
予算審査
特別委員会

17
予算審査
特別委員会

18
（休会）

19 20

21 22 23
 第 4 日
 議案審議
 10:00~

24
 第 5 日
 議案審議
 10:00~

25 26 27

　３月議会の日程は、２月２２日（月）開催予定の議会運営委員会で決定します。
　詳細は、議会事務局（43-6591）までお問い合わせください。

開会日

閉会日

次 回 日 程
次回定例会（３月）の会期は、３月２日（火）から２４日（水）までの予定です。


